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編 集 後 記

　国内における COVID-19 は，2022 年 11 月初旬現
在，オミクロン株 BA.5 に置き変わったいわゆる第
7 波が大きく減少し，人々の生活の制限が緩和され
ている一方，感染者数が再び少し増加をみせてお
り，この先の動向に注意をしているところです．こ
の 2 シーズンほとんど流行的発生のなかったインフ
ルエンザの再登場も警戒され，RSV，手足口病，ヘ
ルパンギーナ，感染性胃腸炎なども復活しており，
感染症のバランスが少し戻ってきているのではない
か と 思 わ せ る よ う な 状 況 で す． と い う こ と は
COVID-19 だけに注視するのではなく，ことに小児
科領域では小児の発熱，咳，下痢などについて，感
染症として幅広く診ていく段階になっているのでは
ないかと思います．なお海外では，COVID-19 流行
の影響による予防接種率の低下から，麻疹やジフテ
リアの発生報告も出てきています．わが国において
も日常的な小児医療の重要性が強調されるところで
す．
　さて本号は「外来で診る発達障害」をテーマとし
た増大号です．発達障害の定義・分類や基本的知識，
外来診療を視点においた患児のフォロー，発達障害
を疑う「よくある相談」への対応など，20 項目にわ
たりそれぞれの分野の先生方に執筆していただきま
した．すべてを「普通」に押し込めようとするので

はなく，それぞれの個性を大切にしながら，病的あ
るいは社会的適応の困難なケースに適切な対応をす
ることなど，非常に難しいもののまさに小児医療に
必要な事柄が込められた特集となっています．ぜひ
ご一読いただければと思います．特集の中で，神尾
陽子先生の“発達障害は生涯を通して特性が続くも
ので，症状の消失を目標に「治す」ものではなく，
特性をもちながら機能を高め，生活の質を高められ
るように「ケア」することが重要である．発達障害
児のこれからの生涯において，1 つの医療機関や一
人の専門家だけで支援をすべて担うことはできな
い．医療機関は診断時には必要不可欠だが，その後
は必要な場合に支援チームに加わるという認識でよ
いと思う．”という言葉が私の心に残りました．
　目で見る小児科では「孤発性動脈管の新生児例」，
症例として「猫咬傷による Pasteurella 感染新生児
例」「保存臍帯の PCR により診断された先天性 CMV
感染症例」など貴重な報告も掲載されています．日
本医科大学小児科学教室からは消化器関連の最新海
外論文の紹介をいただきました．
　晩秋の中，どうぞ本誌11月号にも目をお通しくだ
さい．
 （岡部　信彦）
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